
第29回 親と子の古墳めぐリ
古 代 の 松 永 周 辺 を 訪 ね る
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親と子の古墳めぐり行程

5月 5日 (木)晴 れ !
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45 松永駅集合 → 旧道を歩いて高諸神社ヘ
30 高諸神社  (ここで出発式をします)
※トイレあり

鳥越古墳群 (第 1号・第2号)の探訪 !

(今津霊園D中です)※ トイレあり
永松古墳 (福山市指定史跡)の探訪 !

高岩古墳の探訪 !

お弁当タイム～高岩古墳周辺にて

※トイレがありませんので、注意

00 備陽史探訪の会クイズ大会 !
00 長波吉墳 (福山市指定史跡)の探訪 !

00 松本古墳 (広島県指定史跡)の探訪 !

30 閉会式
→ 帰り道に神村八幡神社が探訪可能です

:30 松永駅到J購予定            .
※山陽本線 (脚
(上り)16:27 16:42
(下り)16:39  16:47

★交通事情や天候により、変わることがあります。
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ことを知ろう

古墳(こふん)時代は、今から約 1,750年前 (3世紀)～ 1,3∞

年前 (8世紀)です。
そもそも「古墳Jとは、土を盛り上げて作られたお墓のこと。
その表面には石が敷きつめられていて、頂上やまわりには「埴輪
(はにわ肖 が並ぶものがあります。また、棺を納めるための石室
には、欧 式石室」と「横穴式石室」の2種類があり、棺の中に
は遺体のほかに、鏡や剣・武器や武具などが納められていました。
3世紀の後半の古い古墳の中でも大型のものは、大和 (今の奈
良県)地域に多く作られました。このことから1大和を中心とし
た地域に、強い権力を持つ王がいた、と考えられています。

そして、5世紀の後半には、九州北部から関東地方までの各地
の権力者たちは、大和を中心とした勢力に従うようになつたと考
えられています。        |
ところが、6世紀になると、全国各地で横穴式石室をもつ小規
模の古墳が爆発的に多く築かれるようになります。これは、各地
の豪族だけでなく、地域のり→ ―゙などにも古墳の築造が広がったこ

とをあらわしています。

大きな古墳をつくるということは、その人に権力があることを
示していました。けれども、中国大陸や朝鮮半島から新しい技術
や政治の方法が取り入れられると、大きな古墳を作る必要がなく

なりました。奈良時代はtこうした新しい考え方による国づくり
が進められた時代です。

松永湾周辺には、この地域を支配したリーダーの宙墳がたくさ
ん残っています。古くから文化の栄えた地域だうたことがわかり
ます。
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●今津本陣跡 (いまづほんじんあと :福山市指動

江戸時代にはt全国的に道路整備が進みました。福山地方でも、

街道が整備され、それにともなつてこの一帯は「今津宿」として

にぎわいました。

神辺と尾道の間におかれた宿場であつたこの「今津」には、大

名の宿舎である「本陣 (ほんじん)」 も作られました。江戸時代の

初めごろの慶長7年 (1602Dごろといわれています。
この本陣ですが、明治4年 (1871)に、百姓=撲の際の焼き打
ちを受けて、主な建物は焼けてなくなつてしまいました力t、 表門

や塀などが残つていて、当時の様子を伝えています。

●高諸神社 (たかもろじんじゃ)

平安時代にまとめられた「延喜式 (えんぎしき)」 と呼ばれる当

時の法律などを記した書物の中に、全国の神牡の一覧表がありま

す。
この一覧表に載つている神社のことを“式内社(しきないしゃ)"

といいます。ですから、式内社は各地の代表的な神社といえます
が、この高諸神社は、備後地域の式内社の一つです。

おまつりされている神様は、スサノオノミコトとツルギヒコノ



ミコトです。 地元では「お剣 (つるぎ)さん」とも呼ばれてい
ます。

以前|よ 国道のあたりまで海が入りこんでいましたから、船で

神社に参るとができたそうです。

●鳥越第2号古墳 (と りごえだい2ごうこふん)
今津霊園の中に保存されている古墳です。 直径は約 10mの円
墳で、横穴式石室が露出しています。石室の全長は5.6m、 幅 1,1

m、 高さ0,9mです。 もともとは山の頂上付近に築かれていた
と考えます。松永湾を見下ろす大変に眺めの良い場所ですが、当

時も同じような風景が見られたのではないでしょうか。

まさに、松永湾を支配したリーダーのお墓といってよいもので

す。残念なことに、古墳に納められた品物についてはよくわかっ

ていませんが、石室の特徴などから古墳時代後期の6世紀後半の

ものと考えます。なお、石室が壊れそうなので、中には決して入

らないでください。
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●鳥越第1号古墳 (と りごえだい1ごうこふん)

鳥越第2号古墳の北方、尾根の北側に築かれている古墳です。
円墳で、石室の全長は5.7m(玄室4m、 羨道 1.7m).石室の

幅は約2m、 高さは約1.5m～1,7mです。不思議なことに、北側

に向いています。むしろ、永松古墳との関係が強いのではないか

と考えています。

●永松古墳 (ながまつこふん :福山市指定史詢

松永湾北側の丘陵には馬場向古墳群 (尾道市)、 鳥越古墳群、高

岩古墳群t戸田古墳等数多くの吉墳が築かれていますが、この永
松古墳もそのうちの一つ。

西斜面に築かれた、直径約 10mの円境と思われます。内部1劇ヒ

西側に開いた横穴式石室で、平面形は胴張形。つまり石室の四隅
が丸くなつている大変に

珍しい形の石室です。天

井石が―段下がつている

ので、遺体を置いた玄室

と、通路部分である姜道

(せんどう)とを区別す
ることができます。玄室

長3.5m、 羨道長2.7m。

幅2m前後、高さ1,9mで

す。
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●高岩古墳 (たかいわこふん)
バイパスの側道から北側に、丘を登つたところに公園がありま

すがtその公園の中央に残されているのが高岩古墳 (戸田古墳と

もいわれます)です。

海を見おろす高所にある直径16Mの円墳で、横穴式右室が西に

口を開いています。石室の全長は9.3m(玄室長4.3m、 幅2.lm、

高さ2.2m、 羨道長5m、 幅 1.4m、 高さ1.7m)ある比較的大型
の古墳です。 立地は鳥越第2号古境と同じく松永湾を見下ろす

〒  絶好の位置で、大型の石室で
1 すから、り=ダーのお墓にふ
さわしし`のですが、なぜか、

1 石室の入リロは鳥越第1号古
|・ 墳や永松古墳と同様に、むし

1 ろ、山の北方を向いています。

●長波古墳 (おさばこふん :福山市指定史跡)

高岩古墳から東南に、松永バイパスの側道沿しヽこ行くと、丘陵

の先端部に見えるのが長波古墳です。

直径 18m、 高さ3～ 4mの円墳で、石室の天丼部が盗掘により
わずかに開いていますが、本来は南に入口のある横穴式石室です。

石室の中は、通路部分である羨道 (せんどう)も含めてか

なり土砂で埋まっており、くわしいことはよくわかつていません

が、現状でt玄室 (げんじつ)の長さは全長4m、 幅2.3～2.6m、

高さ1.8mです。羨道の幅は、約lmと予想されます。



この古墳の最大の

特徴は、石室の壁が、

奥側も横側もほぼ同

じ大きさの石を積み

上げていて、さらに、

天丼部に向かつて少

しずつ内側に傾くよ

うに、いわば天文台

のようなドーム型に

なつていることです。

このような石室の

作り方を「持ち送り」

といいますが、この

持ち送りの作り方の

横穴式石室は、古い

タイプのものと考え

られています。備後

地方でも、駅家町の

「山の神古墳」とこ

の「長波古墳」にし

か見られません。

出土遺物の内容や、石室の構造等には不明な点が多いために、

いつ作られた古墳なのかを推定することは難しいのですが、構築

の技法から判断して古式の横穴式石室の一つ、すなわち、古墳時

代後期でもはじめごろ (6世紀前半)の古墳であると考えられて
います。

そもそも、“横穴式石室"というお墓の作り方は、朝鮮半島から

日本に伝わつた “新しい"タイプです。

松永湾を中心とする地域に、いち早く朝鮮半島との結びつきを

強めたリーダーがいたのではないか、と想像することのできる貴

重な古墳です。
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●松本古墳 (まつもとこふん :広島県指定帥

松永湾中央奥、湾の中央部を南に見下ろす丘陵の先端部に位置

するのが松本古墳です。

周辺が耕地や宅地で

かなり削られていて、

従来はこの地域では

珍しい “方墳"と考え

られていましたが、昭

和 51年 (1976)に測

量をした結果、直径45

～50rn、 高さ約7mで、
2～ 3段に築かれた
古墳であり、さらに、

北側に幅17m,長さ7m,高さ2mの造出し (つくりだし)があ
ることがわかりました。
このことから、現在では“造出付き円墳"とも、“帆立貝型古墳"

ともいわれています。

古墳の頂上部には、直径22～23mの平坦な部分があり、古くに

はここから土師器 (はじき:― ftの素焼きの日常生活用の土
器)、 須恵器 (すえき :同じく古墳時代の土器ですが、窯で焼いた

堅い土器です)、 円筒埴輸及び水鳥形埴輪などが出土しています。

内部の埋葬施設は、この墳頂部の南寄りのところに板状の石が

散乱していることから、竪穴式石室であろうと考えられています。

ちなみに、この古墳のものと思われる鉄剣や珠文鏡 (しゅもんき

ょう)なども採集されたと伝えられています。
埋葬施設の特徴や出土した

埴輪などから、5世紀後半の

古墳と考えられる。

ちなみに松永湾には、この

松本古墳のほかに、備後地方

では最大級の尾道市黒崎山古

墳 (全長約70mの前方後円わ

大元山古墳 (全長約50mの前
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方後円墳)など古墳時代中期 (5世紀)の大型の古墳が集中して
います。このことから、この松永湾周辺が瀬戸内交通の拠点の一

つになつていたことが推測されます。

と同時に、この地域には古墳時代の初めから“塩づくり"の遺
跡が多く見つかつています。このことからも、塩の生産を掌握し

て力をたくわえた有力なリーダーが幾人もいたのではないか、と

想像しています。

松本古墳実別図
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